
議第７号

高山市職員の給与に関する条例及び高山市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正す

る条例について

高山市職員の給与に関する条例及び高山市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条

例を次のように制定するものとする。

令和６年３月１日提出

高山市長 田 中 明

提案理由

家畜診療等の業務に従事する職員（獣医師）の処遇改善を行うため改正しようとする。



高山市職員の給与に関する条例及び高山市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正す

る条例

（高山市職員の給与に関する条例の一部改正）

第１条 高山市職員の給与に関する条例（昭和３６年高山市条例第６号）の一部を次のように改正

する。

改 正 前 改 正 後

（初任給調整手当） （初任給調整手当）

第１２条 （略） 第１２条 （略）

２ 家畜診療所等において、家畜の診療、検診

その他畜産の管理指導業務に従事する獣医師

である職のうち、採用による欠員の補充が困

難であると認められる職に新たに採用された

職員で市の規則で定めるものにあつては、月

額６０，０００円を超えない範囲内の額を採

用の日から２０年以内の期間、採用の日（採

用後市の規則で定める期間を経過した日）か

ら１年を経過するごとにその額を減じて、初

任給調整手当として支給する。

２ 前項の職に在職する職員のうち、同項の規

定により初任給調整手当を支給される職員

との権衡上必要があると認められる職員に

は、同項の規定に準じて、初任給調整手当を

支給する。

３ 前２項の職に在職する職員のうち、同項の

規定により初任給調整手当を支給される職

員との権衡上必要があると認められる職員

には、同項の規定に準じて、初任給調整手当

を支給する。

３ 前２項の規定により初任給調整手当を支

給される職員の範囲、初任給調整手当の支給

期間及び支給額その他初任給調整手当の支

給に関し必要な事項は、市の規則で定める。

４ 前３項の規定により初任給調整手当を支

給される職員の範囲、初任給調整手当の支給

期間及び支給額その他初任給調整手当の支

給に関し必要な事項は、市の規則で定める。

（高山市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正）

第２条 高山市職員の特殊勤務手当に関する条例（昭和５３年高山市条例第３１号）の一部を次の

ように改正する。

改 正 前 改 正 後

別表（第２条関係） 別表（第２条関係）



種類 手当の支給を

受ける職員

手当の額

⑴の部・⑵の部 （略）

⑶ 医師手当 アの項～ウの項 （略）

エ 特別加算 市長が別に定

める額

⑷の部～⑺の部 （略）

種類 手当の支給を

受ける職員

手当の額

⑴の部・⑵の部 （略）

⑶ 医師手当 アの項～ウの項 （略）

エ 特別加算 市長が別に定

める額

⑷ 獣医師手

当

獣医師の免許

を有し、家畜

の診療、検診

その他畜産の

管理指導業務

に従事した職

員

１月 ５０，

０００円

⑸の部～⑻の部 （略）

附 則

この条例は、令和６年４月１日から施行する。


